
  
 
 

※実際の掲載内容とは、若干異なる場合があります。 

 

第 17 回岐阜県国保地域医療学会 
   メインテーマ：「広域化地域における地域包括医療ケア」 
  会 場：岐阜市「ふれあい福寿会館（岐阜県県民ふれあい会館）」 

開催日：平成23年11月20日(日) 
参加人数：335名 

研究発表演題数：52題 
 
 

【開催概要】 
第 17 回岐阜県国保地域医療学会は、西脇巨記学会長（国保上矢作病院長）のもと開催し、県内の国保診療施

設、市町村、大学、介護施設などからの参加に加え、さらに今年は看護専門学校から 40 名余りの学生が参加し

た。 
研究発表終了後、各会場の座長・責任者による採点をもとに優秀研究発表選考委員会において、最優秀賞1名、

優秀賞3名を選出し、表彰並びに第52回全国国保地域医療学会への発表推薦を行った。 
 午後より特別講演として、全国国保診療施設協議会副会長 押淵徹氏（長崎県国保平戸市民病院長）による「広

域化地域の中で地域包括医療・ケアを如何に展開するか」と題した講演が行われ、東日本大震災の支援活動を通

して感じた地域密着の包括医療の重要性や、今後の地域医療を担う総合医育成についての取り組みを述べられた。 

続いてシンポジウムでは、岐阜県国保診療施設協議会 高山哲夫会長（国保坂下病院長）と前野禎副学会長（恵

那市国保岩村診療所長）の司会により進められ、「医療と関連施設との連携を如何にとっていくか～市町村合併の

影響も含めて～」をテーマに、高山市長 國島芳明氏、恵那市国保串原診療所長 大島紀玖夫氏、飛騨市老人保

健施設たかはら歯科衛生士 津田仁美氏、中津川市訪問看護ステーションほほえみ訪問看護師 松本文枝氏、大

垣市保健センター保健師 河合美知恵氏がそれぞれ取り組みを述べられた。発表後、特別発言者の押淵副会長や

会場から多くの意見をいただき、活発な討議が行われた。                
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もの忘れ相談外来における 
看護の役割りとその取り組み 

 

国民健康保険上矢作病院 看護部外来 

看 護 師     ○金子俊子  小出夏子  大島ゆかり 

認知症サポート医     大島紀玖夫  

                                                                                                 
 

「地域医療」平成２４年３月３０日発行（Vol.４９ No４） 
 都道府県支部主催国保地域医療学会活動報告＜掲載内容＞ 



はじめに 

 当院は、岐阜・長野・愛知の県境にあり、現在過疎化の

進む恵那市南部に位置する。高齢化に伴い認知症の患者は

年々増加している。 

当病院では、平成２０年４月より１週間に１日もの忘れ

相談外来を始め、医師１名が診察にあたっている。当初は

１日５名ほどの受診者で始まった外来も、３年が経ち現在

では１５名～２０名に増えている。 

３年間の診察の中で、患者様・家族と接してきているが、

その全体像が掴めないのが現状である。もの忘れ相談外来

において看護師の役割とは何か？認知症高齢者を正しく理

解するには、本人の今までの暮らし、生活情報、疾病情報、

家族の思いが重要になる。限られた診察時間の中で、どの

様に情報収集するか、信頼関係をつくるか、その人にあっ

た援助が提供できるかが問題であった。そこで以前から検

討していたセンター方式(認知症の人のためのケアマネジ

メントセンター方式)を看護のアセスメントツールとし、認

知症の人がその人らしく日々穏やかに過ごせることを目標

に取り組んだので報告する。 

 

センター方式とは 

 正式名称を「認知症の人のための、ケアマネジメントセ

ンター方式」という。本人を正しく理解するために、あら

ゆる情報を誰でも記入できるようにつくられたシートが１

６枚用意されている。本人と家族を中心に、ケア関係者が

共通シートを使って、互いの思いやアイデアを出し合いな

がら、本人と家族のより良い暮らしを共に考えていく方法

である。 

 

方法 

 センター方式の目的を、プライバシー守秘を前提とした

上で、主治医から説明してもらう。１６枚の中から基本情

報シート、暮らしの情報シート、心身の情報シートに加え、

看護師で作成した、家での様子を記入するフォローシート、

施設を利用している人には、施設サービスシートを渡し、

次回診察日までに記入してきてもらう。 

 

結果 

 図１は８６歳女性、アルツハイマー型認知症患者の暮ら

しの情報シートで、家族の思い、悩み、要望、願いが記入

できるシートである。長男がキーパーソンであるが、嫁、

長女も時間が許せば長男の補助をしたいという意思が書か

れている。このシートからは、本人に対する介護体制は整

っている反面、介護人の健康状態、精神的ストレスを見守

る必要があるとアセスメントした。その他のシートも総合

して、家族の本人に対する思いや介護力の現状を把握する

ことができた。またシートから得られた情報を、診察前に

医師に伝えることで、限られた診察時間を有効に使うこと

ができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ ８６歳女性、アルツハイマー型認知症患者の暮らしの情報シート 

 

 

考察 

 今回、センター方式を通して、認知症の方と家族の状態

や意向、そして数多くのエピソードも知ることができた。

シートに記入されている認知症の方の行動や思い、言動の

裏には不安や真のニーズがあることをしばしば教えられた。

本人の持てる力を十分発揮できる援助を行うには、認知症

高齢者を正しく理解するのが大切だと実感した。認知症と

いう長い経過をできるだけその人らしい生き方ができるよ

う、家族をはじめ、ケア関係者とともにセンター方式を通

して、これからも看護の視点に立った援助方法を考えてい

きたい。センター方式を行うことにより、医療職と介護職

のネットワークをつなぎ、地域包括ケアの充実を目指して

いきたい。 
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氏　名 続　柄 私の家族自身の、暮らしに関する悩み・要望・願い

成年後見制度の利用：有・無（利用の緊急性　有・無） 地域福祉権利擁護事業の利用：有・無（利用の緊急性　有・無）
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★プライバシー・個人情報の保護を徹底してください。

・遠くに嫁いでいるのでなかなか行けないが、 行ける時

　はまとめて掃除、整理をして補助したい。
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